
　　　　　　「年問題」への対応（下）

三十三総研副社長　

　　伊藤　公昭

　
経
営
資
源
の
重
要
な
要
素
で
あ

る
人
的
資
源

果
た
し
て
戦
略
的

に
開
発
・
活
用
し
て
き
た
だ
ろ
う

か

終
身
雇
用
な
ど
日
本
的
雇
用

慣
行
は
崩
れ
つ
つ
あ
る
と
は
い

え

大
勢
は
従
来
の
延
長
線
上
に

あ
る

製
品
開
発
や
販
路
拡
大
に

は
率
先
垂
範
す
る
も
の
の

人
的

資
源
関
連
は
総
務
人
事
部
任
せ
で

経
営
者
本
人
が
そ
の
事
に
リ
ソ


ス
を
十
分
割
い
て
き
た
と
は
言
い

難
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う


　
本
稿
で
は

ダ
イ
バ

シ
テ


の
観
点
か
ら
具
体
的
施
策
を
論

じ
る

︵
１
︶︵
独
︶
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
に
よ
る
と

夫

婦
共
働
き
世
帯
︵
夫
婦
共
に
非

農
林
業
雇
用
者
︶
は

％
を
超
え

て
い
る

女
性
の
働
き
方
は

男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
︵
１
９

９
９
年
︶
施
行
以
降
ワ

ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ

結
婚
や
出

産
を
機
に
労
働
市
場
か
ら
退
出
す

る
こ
と
で
起
こ
る
Ｍ
字
カ

ブ

は
少
し
ず
つ
解
消
に
向
か

て
い

る

も

と
も

女
性
の
正
規
雇

用
比
率
は



歳
を
ピ

ク

に
下
が
り

﹁
自
分
の
都
合
の
良

い
時
間
に
働
き
た
い
﹂﹁
家
事
と

の
両
立
が
し
や
す
い
﹂
な
ど
の
理

由
か
ら
非
正
規
雇
用
を
選
択
す

る
女
性
も
一
定
割
合
存
在
す
る

︵
総
務
省
﹁
労
働
力
調
査
﹂︶
つ

ま
り

労
働
者
の
家
事
・
育
児
・

介
護
な
ど
に
関
わ
る
負
担
の
軽
減

を
目
指
し

フ
レ

ク
ス
タ
イ
ム

制
・
在
宅
勤
務
・
テ
レ

ワ

ク
・
時
間
有
休
・

短
時
間
勤
務
・
職
場
復

帰
の
制
度
化
や
時
間
外

勤
務
の
適
正
化
並
び
に

諸
制
度
を
利
用
す
る
労

働
者
を
サ
ポ

ト
す
る

在
職
者
支
援
制
度
な
ど

を
整
え

男
女
を
問
わ

ず
労
働
者
が
正
規
雇
用

者
と
し
て
働
け
る
環
境

を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る


　
︵
２
︶
在
職
者
に
つ

い
て

目
覚
ま
し
い
技

術
革
新
に
よ
り
保
有
ス

キ
ル
の
陳
腐
化
や
配
置

転
換
が
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
か

正
規
・
非
正

規
を
問
わ
ず

企
業
と

し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を

明
示
し

積
極
的
な
リ

ス
キ
リ
ン
グ
教
育
に
よ

り

一
人
当
た
り
付
加

価
値
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る


　
︵
３
︶
シ
ニ
ア
に
つ
い
て

役

職
者
が
元
上
司
の
存
在
に
委
縮
す

る
こ
と
な
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で

き
る
こ
と

シ
ニ
ア
が
現
状
に
安

住
す
る
こ
と
な
く
豊
富
な
経
験
や

人
脈
な
ど
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
定
年
廃
止
・
定

年
延
長
な
ど
の
選
択
肢
の
整
備


職
務
要
件
や
役
割
の
明
確
化

役

割
・
成
果
に
応
じ
た
報
酬

短
時

間
勤
務
や
週
休
４
日
制
な
ど
き
め

細
か
な
制
度
設
計
が
必
要
に
な

る


　
︵
４
︶
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

に
よ
り
連
続
１
カ
月
以
上
休
業
ま

た
は
退
職
し
た
労
働
者
が
い
た
事

業
所
の
割
合
は

・
８
％
現
在
の

仕
事
や
職
業
生
活
に
強
い
不
安


悩
み

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
労
働

者
の
割
合
は


・
３
％
に
達
す

る
︵
厚
生
労
働
省
﹁
令
和
６
年
労

働
安
全
衛
生
調
査
﹂︶
本
不
調
に

よ
る
損
失
を
十
分
理
解
し

心
理

的
安
全
性
の
保
た
れ
た
職
場
づ
く

り
に
向
け
て

経
営
者
自
ら
が
職

場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る

従
来
型
の
雇
用
に
と
ら

わ
れ
ず

企
業
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
労
働
者
ら
が
力
量
を
十
分
発

揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
期
待
す

る


人
的
資
源
の
戦
略
的
活
用
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